資料①：～主な知的障害者虐待事件～

1 滋賀サングループ事件（’96）

· 知的障害者20～30名を雇用する肩パッド製造の企業で発覚した虐待事件

· 約10年以上の長期にわたる住み込みでの労働、様々な虐待

· 財産（年金）の横領

· 厳しい環境による死者（3～5名）と警察の“不審死”放置

· 横領行為のみについて逮捕（虐待行為については全て不起訴）

2 水戸アカス事件（’96.1）

· 知的障害者（約30名）を雇用するダンボール製造の企業で発覚した虐待事件

· 「障害者雇用の優良企業」で「社員寮完備」という紹介・斡旋

· 一ヶ月数千円の賃金と長時間労働、様々な虐待

· 障害者雇用助成金を目当てに嘘の申請

· 詐欺罪のみで起訴、執行猶予（虐待行為については全て不起訴）

3 山梨：富士聖ヨハネ学園事件（’96.2）

· 知的障害者更生施設で発覚した虐待事件

· 食事介助などの放棄、暴力による指導などの虐待行為の後に入所者が死亡

· 入所者に対する性的虐待とその行為のもみ消し工作

· 虐待行為の責任追及なし

4 福島：白河育成園事件（’97.4）

· 知的障害者更生施設で発覚した虐待事件

· 認可された公立施設での事件

· 暴力・薬漬けで入所者を管理

· 保護者に対する多額の寄付金強要

· 体罰を堂々と掲げた「指導方針」

· 法務省人権擁護局及び福島法務局が虐待の事実を認めたが、理事長などは書類送検にとどまった

